
48 
 

（２）高２「異文化研究の実践」 

 

（１）高１ＳＧＨ地域課題研究との繋がりと高２課題研究のねらい 

  １年生の時には、身近な地域をフィールドに６領域に分かれて班別課題研究を行った。

そのねらいは３つある。１つは課題研究の進め方を体験的に学ばせ、身につけさせること

である。２つ目はグローバル・リーダーとして欠かせない資質と考える「地域とともに生

きるというアイデンティティ」「地域への所属意識」を育てるためである。３つ目は、遠

い海外ではなく身近な地域を対象とするため、すべての高校１年生にフィールドワーク

の機会をつくることが容易であることである。その学びを通して、生徒は自らの地域が解

決が容易でない様々な社会課題に直面していること、そしてそれらの困難な社会課題に

解決に取り組んでいる事例があること、またそれらは解決に向けて多様なアプローチで

実践されていることを体験的に学ぶことができた。 

そして２年時は、１年生だった昨年の経験を基礎に、１年次で研究したテーマについて、

それが海外の国・地域ではどのように現れているか、どのような発想で如何なる取り組み

がなされているかについて国際比較し、国内外への解決策の提言に結び付けていく研究

を行った。 

 

（２）課題研究の体制について 

①高２年生の班編成 

 生徒数･･･１５２名 班の数･･･全３０班 

   ２年生１５２名が、３０の班に分かれてチーム研究に取り組んだ。昨年度の２学年が

行った研究のテーマから自分たちが研究したい内容を選び、それで班分けを行った。つ

まり先輩方が行ってきたものを引き継いで研究に取り組んだということになる。４月

１８日に班編成を終えてチームメンバーとの顔合わせを行い、新年度の研究体制がス

タートした。 

   ＳＧＨ事業も４年目を迎えたが、昨年度の報告書にもまとめられている通り、生徒は

チーム研究を進めるにあたり、研究以前にチーム内の生徒同士の人間関係で悩むこと

が少なくないということが分かった。しかし本年度は元々自分達が研究したい内容を

選んで研究を行うということ、また、クラス内でメンバーを決めるという方針に変えた

ため、班編成は比較的円滑に行うことができた。またクラス内編成ということで、担任

が指導をしやすくなり、各班について班の人間関係等の悩みに寄り添うことがより可

能になった。 

 

②教員による生徒への課題研究指導・かかわり 

   ２学年団の教員から、全３０班の各班に二人ずつ（メインとサブ）が指導担当につい

た。教員１人あたりで２つから４つ程度の班をメインで担当した。サブ担当も同程度の

班数を受け持ったので、２学年団の教員１人あたりでは４つから８つ程度の班の指導

担当につくことになった。スポーツに関わるテーマなら体育科教員、エシカルファッシ

ョンなら家庭科教員が担当につく等、教員の専門性が活かせる場合は考慮するが、高校

教員の役割は、①各班の毎時間の報告を受けて、研究の進捗状況を掌握すること、②そ

の際に、常識的な範囲で、仮説の妥当性や調査方法の適切性について評価、助言するこ

と、③個人研究方式ではなく、年間を通して関わるチーム研究であるがゆえに生じる班

内の人間関係について、悩みの相談に寄り添うこと等である。高校教員は特段の専門性

を要しない形で高校生の課題研究を支える体制であったため、２学年団の全教員が２

年生の研究への関わりや指導・助言を実践することが出来た。 
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③高２課題研究の研究方法の指導 

   １単位の学校設定科目「グローバル情報」の時間を使い、特に１学期に、準教科書を

用いて、（ア）リサーチ・クエスチョンの絞り方、（イ）仮説の立て方、（ウ）仮説の検

証法、（エ）研究対象に応じた社会調査方法（インタビューやアンケート調査法、参与

観察法）の選び方等について学んだ。また１学期の期末試験においては、教科書全範囲

からの出題という形で改めて研究の進め方の復習を行うことができた。指導体制とし

ては、ＨＲ担任、「情報」教員の他、宇都宮大学教員１名がこの科目の非常勤講師とし

て加配されて３人の教員によるティーム・ティーチング形式で行われた。その中で、宇

都宮大学教員から大学の研究者として実際に研究を行っている立場から毎週「グロー

バル情報」の時間において計画的に指導いただいた。 

 

④フィールドワーク先、研究連携先 

 ア 高２課題研究フィールドワークのねらい 

 高校２年生では、フィールドワークも適宜取り入れながら理解を深めた、自分たちの

地域（栃木県、佐野市等）が直面している社会課題について、全員が参加する修学旅

行の行き先である台湾及びさらに別の海外の国（アナザーカントリー）おいてどのよ

うな現れ方をしているか、どのような解決策が模索されているかについて調べて国

際比較し、解決策の提言へ結びつける課題研究を行った。 

  

イ 高２課題研究フィールドワークについて 

 （ア）２年生は国際比較を行う研究であるため、研究方法はインターネットや文献を使

った調査が中心になる。フィールドワークを実施しなかった班は３８班のうち９

つの班だけであった。 

 （イ）主なフィールドワーク先一覧 

 

 

ウ 班ごとの比較対象国・地域 

今年度の比較対象国・地域の主なものは、次のページの表の通りである。２年生は全

員が台湾グローバル研修（いわゆる修学旅行に相当）に参加するために台湾に関わる情

報を調べるとともに another country を設定して研究を進めている。台湾に関しては、

ＳＧＨリレー講座で本校ＳＧＨ統括アドバイザーの松金公正先生による講義を受けて

いる。 
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（６）高２課題研究 実施記録（総合的な学習の時間） 

  ＳＧＨ課題研究は、毎週木曜日７限目の総合的な学習の時間を使って進めた。本校の授

業週数は年間３９週であるが、年３回ある発表会が２時間枠で実施されているため２回

として数えると総学及びグローバル情報の時間を使って年間５５回実施することができ

たことになる。（一覧については「第２章－３－（５）」を参照） 
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高２課題研究 各班研究テーマ一覧 

領域Ⅰ…公害や災害からの復興 領域Ⅱ…食料・エネルギー・水 領域Ⅲ…環境と経済・法律  

領域Ⅳ…まちづくり・コミュニティ  領域Ⅴ…自然・生命 領域Ⅵ…教育・人権・文化 
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高２SGH 課題研究 ポスターセッション 作品成果物 

令和元(2019)年 12 月 13 日、本校第一体育館を会場に、高 1・高 2全班のポスターセッシ

ョンが開催された。２年生も全３０班が参加した。本稿では紙数の都合上、８つの班を例示

する。 
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高２SGH 課題研究 ポスターセッション 作品成果物 

 

 

 

 

 

 


